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地質調査所を創った二冊の本
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はじめに

本誌381号よりはじ｡めたr日本における海底地質研究

の黎明｣惇研究業務の中で必要に迫られて追求したこ

とと数年来業務の合い間に集めてきた史資料をつな

ぎ合せて書き始めたものだが材料がすべて揃っていた

わけではなく書き出してから穴を埋めるために調べな

けれぼならたいことも生じたりして当初1日限りの

つもりが連載にたってしまった.そうした中でいよ

いよ後に続く叙述の都合上必要なのだがr海底地質研

究｣の枠内には収まりきら辛いものが出て来たので連

載を中断して伏線を先に書くことにした.

地質調査所の創立の頃については『地質調査所百年

史』を始め諸論文に続々述べられているが今ひとつ

わからたいことが多い.資料的制約が最も大きい原因

だが明治の法制行政機構の変遷政治過程との絡み

で充分な考察がされて来なかったことと明治中期以降

のいわば確立された地質調査所の眼で過去を見ているた

め失われた視角が存在することにも原因があるように

感じられる.ここに紹介する本は地質調査所創立前

の内務省地理局地質課時代よりrぺ一ヂ氏応用地質学

抄訳(又は抜載)｣として所の出版物に5回にわたって登

場したものだが長い間原本が不明であったものであ

る.今回その原本を見出したわけだが見つかって

見ると実はこの本は地質調査事業の必要を訴えた伊

藤博文の建議書に付されたrドクトル･ノｰマン氏地

質測量意見書記｣や最初の業務方針を記したr内国地

質調査施行之主意｣という重要文書のいわば種本で奉る

ことが判明し牟.また地質調査所創立期の業務内容

をめぐる問題もかたり鮮明にすることができたと同時に

従来描かれて来た創立期の地質調査所像とはかなり異っ

た像が浮かび上がって来た.

1.｢ぺ一ヂ氏応用地質学｣

地質調査所出版物目録をひも解けほ現在の『地質調

査所月報』の古い前身に相当する『地質要報』という出

版物に明治20(1887)年から21年にかけて4回にわたっ

てrぺ一ヂ氏著応用地質学技載｣という翻訳が掲載され
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ていることがわかる.これらはいずれも農商務省地質

局時代のものだカミ『百年史』にも述べられているよう

に創立前の内務省地理局地質課時代に地理局雑報第

10号(明治12(1879)年3月刊)にrぺ一ヂ氏応用地質学

鉛訳｣としてr緒言｣が載っているものの長い中断を

経た後の続篇であった.r緒言｣.の前に翻訳を載せる

にあたっての前書きのようたものカミあり､次のように述

べている(原文カタカナ文読点は筆者以下引用は注記がな

い限り同様).

地質の学たるや農学工業土木採磧上に於て実に欠

べざず

くへからさるの要務たるのみならす陶工磁職鉱色物染粉製

造家化学冶金術石匠玉工機械手等に至るまで直接又

じ

は間接の利益を得る熟こ少からすとす.之も人世福祉の

たんぞLざ

基本と言も蓋誕ぴたりと為さ上るべし.是本局の請で地

質課を置きしゆへんたり..頃者ぺ一ヂ氏応用地質学翻訳

底積す.俵て之を雑報内に挿入して以て看者の覧に伏す.

なんぞし

若干の解説を加えれば｢蓋誕ぴたりと為さざるべし｣

とは｢どうしていつわったことにたろうか｣といった

ようだ意味である.r頃者｣とは｢近頃｣という意味で

ある.

この地理局雑報第10号の干回行に先立つ明治11(1878)

年5月地理局内に地質課カミ設置された.課の設置と

いうのは当時局長が内務卿の承認を得ることによ

って即ち省内で決定できることであった.予算も局

内の予算を使う隈りは太政官に伺う必要はないのだ

がそれでは充分た予算は確保できない.翌明治12

(1879)年5月伊藤博文内務卿より｢地質測量之儀に

付句｣が太政大臣に出され･裁可されて地質調査事業

年5万8千円の予算がついて明治12年度(明治12年7月1

日～13年6月30目)から事業ヵ､スタｰトすることになる･

しかしこの時は地質調査所とたらずに地質課のまま

事業がスタｰトするのである.地質調査所の官制とし

ての出発については色々と問題カミあって別に論じる

必要がある.少くとも明治14(1881)年2月の農商務

省の設立明治14年の政変との絡みで論じる必要がある

ということだけ述べて明治12年のことに戻れば当時

の地理局長桜井勉は後(1931)の回想の中でr明治12年

5月地理局を割いて山林局及び地質調査所を置く事を�
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建議したるに｣と述べている(寺尾編1931).回想とい

うのはLばしぱ誤りを含みこの場合も地質調査事業

の創始と混同があるのかもしれないが少くとも当時の

局長の心中にはこのような記憶として沈澱しているこ

とは注意を要する.桜井は5月3目に｢地質測量之儀

に付句｣カミ出されて5月20目にr何の趣聞届｣られ

るまでの間の5月16目に新設の山林局長に異動し地理

局長には品川弥二郎が就任する.桜井は明治13(1880)

年3月15日に再び地理局長に戻るのだがその直前の

3月5目地質課は地理局から勧農局に移される.

こうした経過を前提に先の前書きに戻って見ると

地理局雑報第10号の刊行日明治12年3月を額面どおり

に受け取れば明治12年のはじめには全部がどうかわか

らたいが翻訳は終わっておりそれは桜井地理局長伊

藤内務卿の建議の準備がされていた時期であることがわ

かる.

2.])AVIDPA0週(1814-1879)

今日ではほとんど知られていたい地質学者であるが

SARJEANT(1980)によれば｢スコットランド人の教育

者地質学者著作者.Durham大学(1871～).`Rudi-

mentsofGeo1ogy'(1844)を含む幾多のスコットランド

の層序数冊の地質学と博物学についてのポピュラｰな

著作をする｣とある.RIc肌RDs0N(1880)がTran-

sactionsEdinburghGeo1ogica1Societyに書いた紙碑

によれば1871年からのDurham大学の地位はthe

�湯�慢�灯�潦偲潦�������楮�攀

DurhamUniversityCo11egeofPhysicalScienceで

彼の真骨頂は`topopular三seourscience'ということ

にあったそうである.ここでOurSCienCeとはもちろ

ん地質学のことである.1866年12月6目には1700人

の聴衆を前に`Geo1ogica1LifePeriods'という講演を

しているという.エジンバラ地質学会の会長を前後2

回にわたって勤めている.

彼の著作はSARJEANT(1980)RIc舳RDs0N(1880)に

は各1冊しか掲げられていないがいくつかの大学の目

録や手許にある海外の古書店の目録たどから拾って見る

と以下のようになる.

恒畤業�瑳潦�漱����

����捴��數���潦来漱��������

恁摶慮捥�數���潦来漱�礬�獣物����

���物�����������㈮

�慮搭��潦来漱���敲���汯�慮���

����杲慰�������

恍慮������攬慮���敲���

恃��慮���敲献�潯武��慴敵牡�

���敏汯��献���

��浥����汯���　

���牴�獣��������

��湯浩����������瑳��瑩潮��

��牴����晡捴�����

`Geo1ogyforGenera1Readers'発行年不明

問題の`EconomicGeology'は1874年10月にDurham

大学のあったところでもありPAGE終生の地でもある

Newcastle-on-Tyneで書かれWi11iamBlackwood

andSonsより出版されている.B1ackwoodは今日で

も多くの地質学の専門書を出している出版社である.

前書きによれぱagriCu1turalgeO1ogyや建築用石材な

ど個々の地質学を応用した分野の本は書かれているが

工芸と産業の数々の分野と地質学の関係について総括的

に書いた本カミたいのでこの本を書いだとしている.こ

の本の目次は第1表(P･63～67)の通りでr地理局雑報』

『地質要報』の翻訳との対応関係も掲げておいた.

PAGEは『地理局雑報』の｢緒言｣の訳文を借りれほ

r地質学は理論実業の二大部分に分かる.理論上

の地質学は専ら化学の理由を研究し実業上の地質学は

専ら之れを実際に施行するものなり｣と言っている.

'Advancedtext-bookofgeo1ogy'ではeconomicgeo-

1ogy,practica1geology,app1iedgeologyをほとんど同

義語に使っている.当時はBritishGeoIogica1Survey

付属の博物館もTheMuseumofPractica1Geology

と言っていた時代であるが今日のeCOnomiCgeOlOgy

の概念よりはるかに広い範囲をeconomicgeo1ogyと

している.｢応用地質学｣という言葉は今日はenginee-

ringgeo1ogyの意味で用いられるが大正から昭和初

期にかけて旧帝大に地質関係の学科が創設された頃から

終戦直後までは応用地質学=economicgeo1ogy≒鉱床

学であった.『地理局雑報』のr応用地質学｣がeCO-

nomiCgeo1ogyの初めての訳語がどうかは更に検討を

要するが日本で用語法に変化があっただけではたく

欧米においても大きな変化があることを第1表の目次

は端的に示している.

3.｢ドクトル･ノｰマン氏地質測量意見書記｣

明治12(1879)年5月3目付の伊藤博文のr地質測量

之儀に付句｣に付せられたナウマンの｢意見書記｣は

はじめに目次の如き前文があった後

地質測量の理財上に稗益あるの要領

地質測量の理財上に稗益ある細目

地質ニュｰス384号�
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理財上に行地質測量の必需なる細目

欧州及米国の測量

目本現時経済上の状態

鉱山

日本の地質測量

目本地質測量一方法

とたっている1r要領｣は地質調査の意義を総論的に述

べたものだが｢細目｣は

地質測量の理財上に稗益ある細目

第一款

○農業学

ぴ

○坑業及ひ冶金学

○土木

○建築学

理財上に行地質測量の必需たる細目

第二款

第一温熱及光明を生ずる物料

第二土製物の原料

第三磨研の物料

第四火熱に祀る物料

第五塩及塩土

第六顔具染料洗料

第七宝玉貴石

第八騒宗及温泉

第九金属及噴石

となっているがこれを第二款の前書を除いて全文並べ

替えたのが第1表である.この細目の部分は分量は

｢意見書記｣の約2割だが地質調査の意義を世人に理解さ

せる上では最重要部分である.第1表からそれがほ

とんどPAGE`EconomicGeo1ogy'の目次の流用であ

ることが明らかとたった.従来この部分を主た根拠

にして｢意見書記｣の原文は英文の可能性が強いとさ

れてきた(今井･鎌谷1982).確かにこの部分以外にルビ

として英語が使ってある部分がありナウマンは東京大

学において日常の談話説明たどには英語を使ったと

言うので(岡困1955)その可能性は強いが目次が進

むについて内容の要約が目次そのものになったり項

目の内容カミ貧弱にたるのを見ると少くともこの部分に

ついては確固とした原文があったのかどうか疑わしくた

る.むしろこれは明治12年初めの段階における地質

課のこの本に対する理解の状況あるいは和田維四郎の

この本の訳業の進捗状況をそのまま反映していると見た

方が正しいのではたかろうか.

r意見書記｣のr細目｣の部分がこのようなものだと

理解して史料を見直すと従来ライマン対ナウマンとい

う形でも喧伝された地質調査事業における内務･工部面

1986年8月号

第2表外国石油輸入高明治元(1868)年～明治

20(1887)年『1ヨ水石油虫』p.139原資料は｢外国

貿易年表｣のガ1コンをK1に換算Lたもの.

年�次�数量�金�額

明治元��121k尼��7,236円

〃�2�22��1,662

〃�3�工99��21,516

〃�4�577��72,170

〃�5�1,691��160,608

〃�6�3,789��330,599

〃�7�4,888��306,723

〃�8�10,506��573,671

〃�9�1O,935��444,134

〃�10�1O,153��605,598

〃�11�40,458��1,803,076

〃�12�67,379��2,185,223

〃�13�56,387��1,400,471

〃�14�30,311��979,112

〃�15�78,291��2,320,905

〃�16�89,454��2,456,261

〃�17�66,377��1,773,361

〃�18�66,760��1,667,722

〃�19�95,015��2,358,498

〃�20�79,717��1,871,428

省事業の並存の意味が明らかになってくる.ライマン

は晩年渡米した佐川栄次郎に対して次のように述べて

いる(佐川1921佐藤1985参照)｡

日本には都合8年みた.初め3年を北海道の調査に賞した後

私は最早その仕事を好まず帰国する考であったが助手やその

他の世話により油田調査を始むる事となって止まった.其の

仕事の野業は2年なりしも完成には多くの時日を賞した.其の

後日本全国の地質調査をたす事を大鳥氏(圭助)に申出で其の

賛同を得た其れは日本唯一の地質調査たるべき事を約束した.

それから先づReconnaisanceとして東北北陸中国九州

四国等に亘る長旅行をした･其の帰京の晩坂氏来りての語

に他の省に日本地質調査なるものがナウマン氏の計画によ

り出来たことを始めて聞いた･これで前に念を押して約東笹し

事も無駄になりわが計画は破壊されたと知った.私は乗より

新計画を邪魔することは好まず又元来自身には唯一時の

職業の考であったから痛痒を感じなかった.然し当時の希望と

しては助手に一生涯の安全なる職業を冬へる事を思ったのであ

った.

ライマンの長旅からの帰京は明治12(1879)年2月3

目である(佐藤1985).ライマンは当初内務省勧業寮

で油田調査を始めるが内務省が油田調査を始めたのは

第2表に示したように急増する石油輸入に対して輸入

あつ

防遇という当時の勧業政策の一般的対応から発したもの�
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であった(中村'1986).明治9(1876)年1月14日付の

｢石油産出之場所地質測量及襲井之儀に付句｣(公文

禄明治9年2月内務省之部三)では冒頭に次のよ'うに述

べる.

もヨしおよi{ずかたがた

地質学之儀は土石之発掘樹木の繁殖は不及申砦測量

農事暮々も巨多之利益有之侯に行本局中に於て地質の一

もっとも

課を設度存候最費用之儀は当局常額中にて相弁可申侯此段

相伺候也.

とひ

方今石油の用だる日常必需の一に居り.都郡一般至る所需

ざ

用せさるなく誠に昨年一月以降各港輸出入物品一覧表を閲

淀

するにHケ月二三万円以上八九万円の際たに出入す.

瑞どろくぺく

可驚の巨額と元へし然り而して化石油たるや絶て内地に

やむをえずぐずだ

産出なく不得止して舶斉を仰ぐに非ず.唯未た充分の産出に

さ

至らさるに因る.

このようにして始まった内務省の油田調査事業は翌

年内務工部両省の｢工事に関する事務｣の分掌の全

般的た見直しの中で工部省に移ることに肢る.即ち

内務省勧業寮は明治10(1877)年1月11目工務課とその

試験場を工部省に移管Lて勧農局と改称し(中村1986)

油田調査事業は;部省工作局所管とたるのである.こ

の見直しは内務工部両省の争いのようにも言われて

いるが(通商産業球策史研究所1985)地租軽減の詔に連

動した政費節減のための行政政理の一貫であった(r内務

省史』vo1.1).その後も事務分掌をめぐっては両者の

間に照会と回答が何度か往復し脂塩として内務省所

管に一括されていたものの内藤油山塩は日本坑法第

1章第1教に既に記載のあるものとして工部省所管に

なる1結局明治11(1878)年4月初めに次のようだ

形で｢事務管掌｣が確定する(法規分類大全官職門官

制内務省二p.761同工部省p.354).

事務管掌

内務省

諸食飲料及農産製造物

製糸農産染料機織染物蟻脂植物油呵膠

糖蜜漆紙食塩石鹸製革木炭獣族燐

藺席の類

工部省

諾醸物より成立する各品及陶器木工火工石士

山泊臓脂山塩硝石火薬煉瓦記号墨の類

樹膠

香水

石菅工

『地質調査所沿革及事業』の冒頭には明治11(1878)

年5月3日の地質課の設置はナウマン及び和田の地質

調査所設立の建議に基づくものとしている.この建議

の内容は今日伝わっておらず不明だが内務省に建議

する限りは内務工部の分掌が決まったばかりである

から今日一般に考えられる地質調査事業の大部分は

内務省ではできたいことにたる.地質課発足前目の5

月2目付の｢地理局より内務省ぺ伺｣では次のように言

う(法規分類大全官職門官徹内務省二p.659)

では何故ナウマン和田は内務勧こ建議したの

だろうか.ナウマンとライマンの問が没交渉ではたか

ったことは佐川の伝えているライマンの他の回想から

も明らかである.また当時東京大学にあってナウマ

ンの同僚として採鉱学及冶金学を教えていたネットｰ

は工部省事業にも深く関与していたからナウマンカミ工

部省事業のことを知らないはずはたい.おそらく和

田ナウマンの人脈と地質調査事業に対するライマンと

の考え方の違いカミふたりを内務省に結びつげたと考えら

れる.

和田は開成学校大学南校東京大学と文部省に在

職する過程で金石取調所にあって鉱物の記載学的た

仕事に従事したがその間に大学南校物産局にいた田中

芳男たどとも交わったと推定される.田中は内務省博

物館(後博物局)に移り内国勧業博覧会などの博覧会

実施の中心人物とたるが和田も第1回内国勧業博覧会

の際(明治10(1877)年)審査委員となりその後内

務省博物館より出版された武藤寿編r金石学附録日

本金石産地』(1879)には田中と共同で校閲者にたって

第1図DA命IDPAGE(1874)`EconomicGeo1ogy'

九州大学工学部資源工学科所蔵

(九州出張所蔵谷敏光氏撮影)
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いる.ここで附録されている元の『金石学』は和田の

訳田中校閲の本である.こうして和田は内務省事

業と結びついた.更に当時の和剛こあっては地質調

査をしてある特定の地質単元と鉱床が関係があるとか

その考究を通して埋蔵量を予測するとかいった鉱床調査

的思考法が無かったように見受けられる.PAGEの

`EconomicGeo1ogy'にも鉱床のrecomaisancesurvey

に類することが極めて少ししか書かれていたい.｢意

見書記｣の鉱山の項でもその傾向はある.ナウマンも

当時展開していたドイツ農芸化学の影響を受けて地質

調査一土壌調査一農業を結びつける傾向が強かったと考

えられる.それはreComaiSanCeSurVeyから石炭

油田といった鉱床調査に向くアメリカ流のライマンの地

質調査とは違っていた.その点が森林調査を目指して

いた桜井地理局長と合致するところとなりまず森林調

査として実現する.

地質課が発足して最初の仕事とたる山梨県の地質調査

に明治11年9月和田維四郎と高島得三が赴く.地理

局雑報第11号(明治12年5月13日刊)に載っている和田の

r山梨県地質取調報告｣と高島の｢甲斐国樹類生育景

況｣は一括して｢甲斐国実用地質報文｣という表題が与

･磯脊.一一

議.姜､鱗･義一.麟1･.

第2図PAGE(1874)扇より

�慮楴救�牲礬�����

えられている.この実用地質報文というのは学術上地

質報文に対する言葉として和田は使用し後者は他日を

侍すとしている.この2分法自身PAGEの影響を示し

ている.更に高島の報告の緒言(明治12年1月記)では

かた1:けなあまね

客年九月屠く甲州地質調査の命を蒙り遍く彼地方を政

渉するを得たり.甲の地だる群山重嶺四境に並立L各所地味

だざ

気候の変実に他州の未た聞かざる所なり.而して樹木生育

もっとも

の分界尤確著なりとす.主務和田維四郎某をして樹木の

ず

種属を分区ぜしむ.某植物の学に浅さを顧みす幼時講習せ

し処の者と今日実見する所の跡に就き該報文を編し併で一図

ば

を上る.植林上万一の稗益たるを得は菜の願にして和田

氏の意なり.文中主として植物帯の実況を記す.其旨趣は

植林上植物帯を察するを以て至要とす可きに在り･故に論

ずぱず

する所樹木に在て他の雑草に及はす.

と述べている.これについて林学者である猪熊氏は

rわが明治初期に欧州林学導入の過程において未だ森

林植物帯論の片鱗も紹介されていたかったときに山林

経営の基礎に森林植物帯を定めるの要を認めこれを実

施せしめた和田維四郎の着想とまたこれを採択した地

理局長桜井勉の主務者としての対処には敬服に値するも

のがある｣と評価Lている(猪熊1967).

明治11(1878)年5月3目に地質課が発足した直後文

部省の和田に内務省御用係兼務が申し付けられたが(5

月13目)その翌日14日大久保内務卿は暗殺され伊

藤博文が内務卿となる.伊藤はその前は工部卿であっ

たから内務工部事務分掌問題を知らぬはずはない.

工場払下概則の公布により工部省事業に繁りが見え始

めたり伊藤と大隅によって農商務省の設立が建議され

るのが明治13(1880)年であるから11年段階では依然

内務省事業はr農｣に縛られている.伊藤は就任

早々から従来の勧業政策は資金的に非効率であるという

批判を持っていた(梅村1983).更に地租という固定収

入に依拠する政府財政は西南戦争時の紙幣増発による

イソ7レｰショソのために逼迫していたから明治12年

5月の伊藤のr地質測量之儀に付句｣の前半部分の農に

偏した下記の記述は伊藤の地質調査に対する過度の期

待を抜きにして方便でたく本音であったと考えられ

る.ここに地質調査は森林滴養の基礎から勧農の基礎

に据えられて翌13年3月には勧農局に移管される.

経国の本は富国に在り.富国の本は殖産にあり.故に維新

以来政府に於ても勤めて殖産の道を誘導し人民に於ても

淀

殖産の業に努力致侯.唯恨らくは其所謂殖産たる者未た地

ざがた芒ず

質の調査を軽さるか故に菅に利益なきのみたらす･往々却て

かもず

意外の失敗を醸すもの少なからず遺憾の至に有之侯･因て按

ず

するに能く地質を調査して適応の穀菜を播種するときは穀菜

1986年8月号�
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第3図PAGE(1874)p.113より

��楮�桲���畬�爭���

��楴桧�獨楲攀

籔1

しぺ

豊穣して利益倍徒すへく地質を調査して牧場を起すときは牧

草茂生して獣畜繁殖すへく地質を調査して森林を設るときは

ぺざぺ

樹木成長して材用勝て用ふへからさるへく地質を調査し磯業に

おそ凧ぺ

着手するときは中途にして艦線を失するの虞なかるへく其

他治水修路化学冶金陶磁蹟色物染料製造石炭山塩金

づぱ

石薬料采拾等の如き先つ地質調査を経て之に着手侯は∫其

たからぺ

利益を得る亦必不賃なるへく之を要するに地質調査の儀は

今日殖産の基礎と存候.然る処昨年以来国費多端に付現

今多数の金員を要する儀は事実難被行儀に侯得共地質調査の

如きは財源滴養の基本にして緊急の要務なるを以て他の入費

と同視すへきものに無之候問精々注意して費額を減節し調査

ぱじざ

に着手候は上其洪益を得る断して疑を容さる所に有之(以

下略).

4.r内国地質調査施行之主意｣

地質課が勧農局に移管される直前の明治!2(1879)年

11月勧農局は｢勧農局主務目的及臨時事業要目｣を

発表し主務と臨時事業を区別し従来の富岡製糸場を

はじめとする官営事業はすべて臨時事業とし明治13

(1880)年11月の｢工場払下概則｣に先立って払下げが示

唆される(梅村1983).3月5日の地質課移管直後の3

月22日r勧農局各課及処務條例｣を改定し先に臨時事

業とされた下総種畜場と三田育種場を主務に戻し勧農

局主務の構成を本務課報告課陸産課水産課製

造課地質課算査課農学校下総種畜場三田育種

場とした.更に勧農局処務條例では各課の処務を定

めているがr但地質課処務條例は追て可相達事｣となっ

ておりr第28條地質課｣は唯一條文がない.r勧農

局分課｣では地質課は地質掛地形掛土性掛分

析掛製図掛庶務掛会計掛の7掛で構成されている

(法規分類大全官職門官制内務省二p.762～770).

これはどういうことであろうか.これより先明治

12年9月東大を満期解傭したナウマソは地質課転

傭を前に1年間の休暇を取ってドイツに帰国している.

ナウマソを含めて外国人が揃い始めるのは翌13年9月以

降でこの時期は分掛は定まっても人はいない処務條

例を決めるにもナウマソとは相談できないという状況で

あったことがわかる.r内国地質調査施行之主意｣は処

務條例も決められないという状況の中で急場しのぎに

13年4月に編纂され6月に刊行されたと言って良いの

ではたかろうか､それは内容の検討からも推定される.

前文の部分は先の伊藤の｢伺｣の前半をそのままにし

て後半を沿革に置き換えただけである.次の｢方法

の要略｣はまさにr意見書訳｣のr日本地質測量一方法｣

の要約である.次の部分は｢意見書訳｣の｢要領｣が

若干表現が変わり整理されて収められている.その

後事業の範囲を條款に分げて説明している.その中

から項目と例示の内PAGE`EconomicGeology'の目

次そのものに等しい部分を示してあるのが第1表であ

る.第九款の1歯石類彩色料等カミr意見書訳｣の第

一歯石類から第四金属及び臓石までを統合した形式

になっている等の相違はあるがr意見書訳｣より目次

に近い形にたっている.各條款の説明は第1表には入

れていないが｢意見書訳｣より長くたり日本の例たど

巧みに入れてはいるが後の條款にたるほど内容が貧

弱にたるのは｢意見書訳｣と同じである.更に驚くべ

きは｢意見書訳｣には無かったことだがPAGEの原

テキストそのままと考えられるところが現在わかって

いるだけでも5ケ所はあるということである.それは

箪一款のはじめの部分第五七八款の全文そして

第1表に示した第十款の鉱泉の分類である.例として

第一款農業及森林の冒頭部分を掲げれぼ(原文カタカナ文

膀点原文のまま)

地質と耕作とは最火関係あり.土壌の性質及ひ成分を弁知

し各其性に随て適度に混和し地味に恰好の肥料を選用し又

ぼこ5かく

は抜水の法を設けて土壌の改良を計れぼ饒挽の痩田を変し豊

饒の沃土と成すを得へし｡而して之を審察するは地質調査の業

北とぽここ

なりとす.警へは蜘こ一種の耕地あり.其成分組織を検す

るに饒沃の耕地となすには土類の欠乏する所ありて改良を

やすぺ

要するあり.而て其補入物の近傍に存在し容場く採収すへき

も土人は之を鑑別し得され注地壷豪ろ歯巷と由そ島島そ故良

し毒ることあり.又抜水法を施すの可否は多く下層の岩石及ざ

地質ニュｰス382号�
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第4図PAGE(1874)P.173よリ

鐵萎､AmericanOi1川Ve11(afterGesner)

工これは表紙の絵にもなっている｡

丁｢

�

�

｢｢

｢'1

工

菱…三

土壌に関す.又肥料に供す可き老(燐酸石灰アルカリｰ等)

さがく

近接の地に在るとも農夫嘗て之を知らさるあり.総て斯の如

き類極めて多し.実地業に就く者に在ては耕地の地質を調

査することの必須なるは之に因て自ら推知すべし.今先っ

第一に表層下層の性質と補充物及ひ抜本法に由て耕地を永遠

じ

に改良し得べきを論し第二に穀菜の取額を増加し其豊熟を促

すに必需なる臓物肥料を略説すべし.

これはPAGE`EconomicGeo1ogy'の第3章冒頭から

11行と(p.32)

周敲敬慴楯��������慮�杲楣由���攀

摩�捴慮摩��楡������慮�潭灯�瑩潮潦

�����物��癥浥�批�浩硴������来��

���湲楣��瑢祭慮����湧獵�散瑳潮睨楣�

����牡�晡�敲��������������

楮景�慴楯��浴��慣瑩����������祢攀

�楣��楮���楴����硴�攬慮�整���浥�

��晩��癥浥��礱�楮慮潴�������浥

晡�����瑩潮潦���来��������

���潦獵�潮��獵�慣���歳��獵����

�癩湧�慮�楡��略�祢散��慴����祥�

��獵獰散������楮杦�敲�

中略の後第1節に入る直前の7行(p.32括弧は筆者)

������瑣��敲睥楮��瑯摩�捴慴��楯測�

ガク8ま･tothegeo1ogica1characterofsoi1sandsubsoi1s,

慮��灯�楢�楴�晴�楲��慮�瑩��癥浥�批

intermixtureandbydrainage;and88co焔め,tothose

minera1㎜anureswhichmodemagricu1turehasapp1ied

��獵捨獵����步瑯����慳��瑯����

�敲物��湧潦����慮摧��捲潰献

の翻訳である.第五七八款も対応する章の冒頭部分

だが第十款の鉱泉の分類は第15章の244ぺ一ジの下の

表の翻訳である.

�卵�桵�慴敲�

卵汰桵�瑯晳潤�

�

卵汰桵�瑯昱業�

2･Commonsa1twaters,

��物�潦�摩畭�

�

��物�潦���楣�����

��物�潦���由��整��

3,B三｡arbonatedwaters

�牢潮慴�晳潤�

�

�牢潮慴�昱業�

�������献

�卵����慴敲�

卵汐��潦���

�

卵汐��潦�杮�楡�

卵���潦�浥�

���由�慴��

��潮睡���

Bicarbonateofiron､

�

Su1phateofiron,with㎜anganese.

原本の第11章は第1表を見てわかるようにr地質要報』

誌上でも訳されているが訳文は同じではない.

『地質調査所沿革及事業』はこの頃の状況を次のよう

に述べている.

明治13年勧農局に移りし際の如き課員は課長の外層5名

きず

御用掛6名雇12名に過きず而して傭外国人皆来着し調査の順

序を定めて之に従事するに至りたるは同年11月にして当初の

ず

約一年有半は予定の事業に着手するに至らずして止めたり･

おわりに

PAGE`EconomicGeo1ogy'は誰が持ち込んだのであ

ろうか.刊行年が1874年でナウマンの来日が翌明治

8(1875)年であるから恐らくナウマンが携えて来た

のであろう･そしてこの本は明治8年から13(1880)

年にかけて和田の教師となって和田を地質調査泰業に

導き種本となり知恵袋となって急場を救った.問題

は当時の人々がどの程度この事実を知っていたのかと

いうことと和田が明治10年頃にどのようた地質調査所

構想を持っていたのかということである.前者につい

ては翻訳が明治20～21(1887～88)年に『地質要報』に出

工986年8月号�
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ていること明治40(1907)年の『地質調査所沿革及事

業』が｢主意｣を無視していることたどから第12世

代の人力にとっては周知のことだったと考えられる.

後者についてはここでは少くとも明治13年の末に外国

人技師が揃うまで和田には今日のようだ地質調査所事

業の体系と社会的意義についての認識は無かったと筆者

は考えている.しかし内務工部両省の事務分掌問

題の中で鉱工業がらみのことを表に出せたい中での擬態

に幻惑されているのかもしれない.更に伊藤博文だと

の政府中枢に居た人間がどの程度事態を正しく掌握L

ていたのかもわからたい.和田やナウマンについての

その辺を教える第1次資料はとても期待できたいが現

在必ずしも利用し易いとは言い難い膨大た伊藤博文文書

にでも秘められているかもしれたい.

過去は誤読したければ新しい思想は生れたい(井筒

1985)とも歴史は現在を生きるために探究することに

のみ意味がある(戸坂1928)とも言うが最近考えられ

ていた地質調査所創立期の事情とはかたりニュアンス

の違う叙述にたったと思う.しかしより百年目の真

実に近いのではたいかと考えている.

PAGE`EconomicGeoIogy'は勿論現在地質調査

所にはない.ぺ一ヂ氏がDAvIDPAGEであるらしい

とわかったのは今年の春先のことであるがr発見｣の

きっかけは図書館情報大学の図書館で見た文部省編

(1959)のr学術図書総合目録地学欧文編』であった.

そこに九大採鉱と書いてこの書名が記してあった.筆

者の求めに応じて心よく全へ一ジのコピｰを送って下さ

った九州大学工学部資源工学科図書室の松藤典子さんに

心より感謝の意を表します.九大所蔵本の表紙の裏に

は輸入元丸善のシｰルが添付されているが見開きには

Ed･S･StephensonJr.の署名があり大正2年購入の

古本で井沢英二講師によれば故河村幹雄教授が入手L

たのではないかという(松藤私信).またこの仕事は

地質調査所百周年に際して各地より集められた入手の

困難た公文書類のコピｰを利用することたしには容易に

は進めることはできかったことも記しておきます

通商産業政策史研究所(1985)の存在を教えて下さった

のは沢俊明前所長で昨年春外勤で同じ電車に乗

り合わせた時のことである､長期方針の議論が盛んであ

った時期で上野までの1時間様々な議論をした.

その後佐藤博之前地質部長を介してこの本を入手して

下さった.筆者はその論旨と異なる意見を持っており

今回その一部を示したが読み難い原稿を病床にお持ち

するのはと手控えていたところ校正中の8月2目亡く

なられた.永久に御意見を伺う機会を失ったのを残念

に思う.故沢前所長の御冥福をお祈りします.
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ぺ一ジ氏応用地質学抄訳

所収誌及び発行年月

緒言(原本p.1-7〕

地理局雑報第10号

明治12年3月

地質学及建築学

(原本p.58～p.694.38〕

｢砂石､硬砂石､フリｰストン｣の途中まで

地質要報明治20年第2号

明治20年6月

｢灰石及び大理再｣より

(原本p72名22-p88名3)

地質要報明治21年第1号

明治21隼3月

ドクトル･ノｰマン氏地質測量意具書訳より

地質測量の理財上に稗益ある細目及び理財上に行地質測量の必需なる細目

内国地質調査施行之主意

○農業学

土類及ひ真下土の図解

土類の性質及組成は真地下及ひ砦圃にある岩石に関係し其岩石の分配は

地質図に示す

!各種土類の膏腺を保持及ひ改良するものは左の如し

臓物肥料は最上の必要物羽σ珂ち泥麗石炭婚,石炭灰,粘灰土,白亜､生石灰,

石膏,燐灰石(即ち燐酸石灰)剥篤亜斯及ひ曹達塩等なり

広漠の土地を開拓せんには地質測量尤も有用な■〕

地質測量事業に付き製したる地形図に依れは水利の状態をも知るべし而して該

図の地形を細密に示し及び確実なるものは催々水利改良の方法を明示するに

足るべし

堀井戸を穿つべき地所を発見すべし故に農業の改良に一層必要なる方法を得へ

し

○建築学

建築用･装飾用,彫像用石材の産出,品位,多寡,保耐,採収の難易の事

油石灰,人造冴等を造るべき原最のあるべき地を知ること又如何にして稽へき平の事

連

第一款農業及森林蝿

灘■

蛛

ヨ

呼

聖

�

汁

宙

θ

斜

第二款建築事業

建築用石

シェナイト

花剛石,班石,黒化剛石,鋳化

石,緑石,板石,砂石,灰石,

装飾及ひ彫刻用石材

花剛石,錯化石,班石,板石,蛇

紋石,灰石､大理石,石英,踊

璃,

竃�
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SinkingorS11田{tillg.

Wi㎜i㎎theStr刮tu皿一Modesof.
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4,ST蘭州㎝PL^cERW0RK川｡s,…･ユ51

ModesofD1ggi㎎,W齪shi㎎,㎜dSifti㎎.

地質学と土木工学との関係

(原本p105～皿1294-1)

地質要報明治20年第4号

明治20年12月

煉石灰石,水力煉石のある場所及ひ具現状を知る事

○土木

遣路築造

表面の状態人口の多少需要物料の有無双ひ必用なる臓物脈に接する地の遠

近等に付適良道筋を推測する事

若し岩盤を襲開せんとするには磐地結構を熟知するの識なかるへからす

牲還及道路上に係る物の事

化物料の耐不耐の事

堤防及橋梁建築(建築する地の基礎は其石質に関与すべし)

鉄道築造前類似

堀割及之を開墾する地方,隊遣,水道,堤防の専

修船所及海港の築造,江河改良の事

河底の変換は地質の何如に係る即ち此変換を構究し改良の方法を痴るは

地質測量に依らさるへからす

市街用水

.用水は深井よリ支給す堀弊戸を穿つの成否は地質検究に熟達せされは能はす

○坑業及ひ冶金学

校究すべき条々左の如し

有用金石磯物のある土地及ひ其多寡を識別すること且つ如何なる方法を以て

得らるへき平の事

名磯床の大小及ひ其形状を査定する事

典磯床及ひ其産鉱の状に定規あるや或は錯乱なるやの事及ひ此鉱を伴ふ岩塊

の事

磯山ある地方の位置の事

近傍に焚料有無の事

鍛金用に必要なる磯物有無の事

第三款

土木事業

第四款採磯坑業

第一採石業

(伊豆摂津三河地方に多し)

第二成層岩塊業

(肥前高島炭坑の如し)

第三鉱脈坑業

(但州生野佐渡其他磯巾皆然り)

第四注水瞬業

(加賀国金平村金山の類)
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In肚sori邑1]≡:arths目11dClayAdmixtures.

Gra凶itea而dC]ayAdmヨ■tuI･es.

2.N^TUR^LPE0DucTs,･･･････････････････････････････････････････････････…213

FirestonesorQu剛rtz05eS目皿dstones.

LeckstonesoI･PorousTr齪p-Tuffs｡

○温,熱及光明を生ずる物料

化成焚料(即値動物より化成せじもの)

泥炭褐炭,繊,無炎炭,石油,甑善なり

発光質物料

瓦斯｢ナフタ｣泉,石油注泉,油井,瀦青,｢アスパルト｣燃土質石(｢パラフヒン｣

及ひ｢パラフヒン油)｢ガンネル｣炭,瓦斯炭等なり

○土製物の原料

硝子及土器の種類

古物料の成分,鋳解,装飾等は総て此臓物の現出の状に基く土砂,粘土,亜ホ

加里土塩,酸化金属,及び化物品を製作するに必用なる焚料等は岩石の地史

より得らるへし

磁器製法

磁土,陶土,及び土器粘土,瓦土,耐火土,｢テルラコッタ｣,姦売粘土,浮石,

｢テインブリック｣,海泡石,粘質苦土

硝子製法

土砂,棚砂,剥篤亜私,曹達塩,石灰石,炭酸｢ストロンシア｣炭酸重土,弗化

石灰,磐化曹達,酸化金属

右は何れも硝子製造の物料なれば硝子の製造は古物料の有無双ひ分配に依るなり

渤薬及ひ彩色薬石の物料も磯物界より得らる･なり

○磨研の物料

出石に用ふるも?砂石｢グリットストｰン｣石及ひ｢灰石｣,｢ブルスストン｣,

焼石等

･砥石に用ゆるもの砂石｢キルト｣｢ソリッドイメリｰフヒｰル｣(破砕器に用ゆる

もの)砂石及ひ｢キルト｣珪石,花筒石,焼石

摩擦裁断の物料

石英,砂,破砕破石,｢タライボルス｣｢ハックグリッキ｣｢ポリシングバスタ

ス｣浮石,鍛鉄,石榴岩等なり

砥石

珪質砂石,油石等なり

磨光具

璃瑠,血石.紅璃瑠(珪石の一種)

○火熱に祀る物料

右は磯物界より得る何れも其所在及ひ多寡は図に示し且つ説明すべし化物

料は多くは製法,精練,混和を要し或は地史より産する儘にても需用す

其第一類は耐火粘土,盛売上,石墨(堆稿用)等なり

其第二類は聡石,珪質砂層,｢リｰキストｰン｣｢タラフス｣｢ポストストｰン｣

第五穀発光及ひ発熱材料

第一発熱物料

泥炭,褐炭,石炭,無熔炭,石

油,粗油

第二発光物料

瓦斯,姦廃盛,石油泉,渥青,

松香油,煤炭瓦斯

第六歌窯術

第一陶器製造用原質

高陵土,磁石､耐火粘ニヒ,テラ

コタ,珪質土,浮上,墨売粘

土,海泡石一

第二披璃製造用原質

銀器鶉:襲鱗織干

炭酸重土,弗化石灰

第三渤薬及一彩色薬

陶土,'石英粉,灰看,石膏,酸化鉛.

黎化錫･勇繁轍に掌築ウ瞳

薯議:儲畿:塞ご豊

等諸元素の酸化物

第七款研磨物料

第一磨擦物料

石英,砂,浮石,鐘鉄,石榴石,

第二砥材

チュ7リ.

珪質砂石,拓機

第三磨光具

轟瑠,血石,等

第八款鮒火物料

第一加工物料

耐火粘土,姦殻土,石墨

第二直用物料

砥石,珪質砂石,ホットストン

註

蝿

灘

塒

ヨ

帥

聖

�

汁

…旨

θ

料

雷�



註

蝿

�

一

�

ω

匿

ψ

Potsto皿唱｡rSte畳t量te.

�����
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�桲��

2.DYEs,･･“……･･…･････……･･…･･･････････…“･･………････…

Prep固redfromMine閉一s齪ndMetaHicSalts.

3.DETER0酬丁…,･…････････…“･･…“･……･……･一････････…“･…

NativeorMinera1,osFu11er'sEart止.

Artifici日1orChemicoHypI･ep副red､

卿.SALTSANDSALINEEARTHS,
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Carbonate昌一Natron,Trona,&c.

��慴��楴牡瑩��
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BoI･臣te畠一Borax.
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N…tmte昌一一Nitre,Saltpetre.

3一･S^LTs0FM^0NEsI^,･……………･…･･･………･………

Sulph齪tes-EpsomSalts,Ep宮｡mite.

�卞����き�

Muri日tes-Sa1･Ammoniac.

Carl〕onateo{Ammonia.

Sulphateo{Ammoni田.

5.S^LTs0FALUMIH^,･････…

A]um-Sha1es,Alum-Slates,Alum-Sto口e,

Pot固sll-AIlm,Soda-A1um,A㎜moni副一A】um,&c.

6-MET^LLIcS肌Ts,

Su]Ph呂teo{Iro皿,CoPPeras,GreenVitrio1.

Su-PhateofCoPP侶r,Cyanose,Blue〃

SulphateofZinc,Gos1目r1te,White〃

7.B^RYTEs-STR0NT1ム,

Carbonates割ndSulphatesof,

8.SULPHUH,SULPHURE収THs^NDOREs,

Sulpbur,native劃ndpr但pared.

��久��乄呈�������

呈�������汎�乄�平����え�
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Eart止y〃

卵汰桵爀

SaH皿e
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㎜.MINERALMEDICINES,

Arrangedilla1p止abetioalorder,aceordingtO

theearthsandmet田1sfromwhichthey

砒gP･･p…d･

･2170顔具,染料,洗料

･217磯物顔具

有は企及ひ瀦石より得る

･223

･･223

･･226

･226

･231

･232

･233

･･233

･235

･236

･237

染料

右は磯物金類塩類より製す

洗料

右は雇斐レ毒スう窟をり

○塩及塩土

寄は岩石にて組成する地史よリ得らる･ものなり学術,工芸,家事経済,医術,

農業,晒布,染料,硝子及火薬製造,渤薬用具外化学上各種の工芸に多く用ふ

其物料設へは左の如し

山塩,炭酸曹達｢グロｰベル｣塩,棚砂､水石(アルミニウム,ソジウム,フルヲ

リンより成る)硝石,含碧粘板石,明響板石,磐石硫黄土等

｡2400磯宗及温泉

･240

･259

第九款歯石類彩色料等①

①

第二顔料,染料,洗料

是れ等の物料は悉く横物より糖1

製す又洗料には漂布泥を用ゆ

第一歯石類

山塩,炭酸曹達,醐砂,硝石,

苦土,硫黄ニヒ等

第十款薬石及鉱泉

第一流泉/蓋灘震

1-l1麟灘

するもの

1三11塩麟物

一ぺ落

第五鉄泉/纂蕊毒奄と混ず
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Mercury,Copper,Iron,Arsenic,A皿t{mony,&o.

2.THEMET^LLlcOREs,…･･･……

Themet割1sinalphabeticalorder,wit11notices

oftheirphysio目1proPerties,Prindpalores,

andapPlicatio皿sintheartsa皿dmanufacture昌.
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Terti固rySystem.〃〃

INDEX,･･

Cretaceo山sSystem

Weald㎝Form州㎝
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･･2630宝玉貴石

･･264

･268

･271

･275

･･279

･･280

･2830金属及醸石

･2島4

･288

㌲�

･･331

(叩マ〕

第三室石貴石

金剛石,青玉,紅玉,黄玉石,

石榴珠等
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